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神の啓示とは、
聖書とコーランにおける神の啓示は一つです。聖書に啓示を与えた神は、コーランにも啓示を与えました：

「『書』（聖書）を受け取った者たちよ、神が天から下されたもの（コーラン）を信じなさい。それは、
あなたがたの持つもの（聖書）を裏付けるものである⋯⋯」
（クルアーン 4 章「女性」、47 節）

神は今日、聖書とクルアーンの啓示の一体性を明らかにすること
で、信者たちを一つにまとめたいと願っておられます。神は唯一の
啓示者である。クルアーンは次のように確認している：

「⋯我らの神とあなたがたの神は唯一であり、我らは彼に服
従する。」
（クルアーン 29 章、クモ、46 節）
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啓発的な本に拠る
個人的な解釈、論争、そして分裂を招く旧来の考え方を避けること：

「知識もなく神について論じる者たちがいる。彼らはあらゆ
る反逆の悪魔に従っている⋯⋯知識もなく、また啓示された
聖典に導かれることもなく、神について論じる者たちがいる
⋯⋯」
（クルアーン 22; 巡礼、3 節および 8 節）

聖典の純粋さへと立ち返り、狭隘な伝統的解釈から解放されること。
解釈の独占権を持つ者は誰もいない：

「人々にとって、クルアーンからはその形だけが残り、イスラ
ームからはその名だけが残る時が来るだろう。彼らはイスラ
ムを名乗っているが、実はそれから最も遠く離れている。」
（『預言者の高貴な談話』）

これはキリスト教についても同様に当てはまる。
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コーランは、聖書に含まれるアラビア語のテキストである
クルアーン

は 、「明
瞭なアラビア語」による聖書のメッセージの要約として提示されている：

「クルアーンは、宇宙の主からの啓示である。忠実な御霊が、あなた（ムハンマド）の心にこれを下した。それは、あなたが『明瞭なアラビア語』を語る
使徒の一人となるためである。それ（クルアーン）は、先人たちの書（聖書）の中に記されている。」
（クルアーン 26 章；詩人たち、192-196）

したがって、クルアーンは聖書から派生したものであるため、聖書と異なるものではない：

「われは、あなたが『村々の母』（マッカ）とその周辺の人々に警告を与えるために、アラビア語で一冊の書（クルアーン）をあなたに啓示した。」
（

クルアーン 42 章「審議」、7 節）

「それ（クルアーン）は、あなたの主から下された真理であり、あなたより前に預言者を持っていなかった民に警告し、彼らが正しい道に導かれるためで
ある。」

（
クルアーン 32 章「礼拝」、3 節）

ムハンマドは、他のすべての預言者と同様に、今日の宗教的宗派の枠を超えて、普遍的な導き手として遣わされたのである。
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「最善」の論拠を用いて議論する
クルアーンはムスリムに対し、

次のように
命じています

。「

『（聖書）の民とは、彼らが不義な者でない限り、最善の（論拠）をもってのみ論争せよ。我々は、我々に下されたもの（クルアーン）と、あな
たがたに下されたもの（聖書）を信じている。我らの神、そしてあなたがたの神は唯一であり、我らは神に服従する者（ムスリム）である。」
（クルアーン 29 章「クモ」、46 節）

したがって、ムスリムは聖書を信じなければならない。また、この信仰を裏付ける「最良」の
論拠を見出すために、たゆまぬ努力をしなければならない。それが正しい道である（クルア
ーン 1 章『ファティハ』6 節）。
クルアーンは、アラブ人自身に対しても聖書を知るよう促している：

「あなたは、その書（聖書）や信仰が何であるかを知らなかった。われらはそれを光
とし、それによって、われらが望むしもべたちを導くのである。」
（クルアーン 42 章；『審議』、52 節）

www.pierre2.net 5



コーランにおける神の御霊の理解
聖書の民に語られた言葉の趣旨に則り、今日、私たちはコーランの民にこう告
げます：

「あなたがたは、トーラーと福音書を守らない限り、確固たるものに
依り頼むことはできない」（なぜなら、それらなしには、コーランに
込められた神の御霊を理解することはできないからです。）
（クルアーン 5 章「設えられた食卓」、68 節）

実際、クルアーンの霊の真髄は、その源である聖書に立ち返らなければ理解す
ることはできません。ムスリム：

「とは、（聖書とクルアーンにおいて）善行を行うことによって、神に
顔を向ける者のことである。その者は、堅固な取っ手を掴んだのであ
る。」

（
クルアーン 31 章、ルクマン、22 節）

私たちは、トーラーのユダヤ教、福音書のキリスト教、そしてクルアーンのイ
スラム教が、すべて同一の本質を持つと信じています。
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2 つの受賞
クルアーンは、自らを聖書の要約された啓示であると位置づけている：

「われは、あなたより前に、使徒たちを遣わした。われは、そのうちの何人かの物語をあなたに語ったが、他にも、われがあなたに何も語らなかった者たちがいる⋯⋯」
（クルアーン 40 章「信者」、78 節）

ムハンマドの時代、一部のイスラム教徒がキリスト教徒にイスラム教への改宗を求めた際、キリスト教徒たちは
、

コーラン以前にすでにイスラム教徒であったと答えた：

「われが彼（コーラン）以前に『啓典』（聖書）を授けた者たちは、それを信じている。それが彼らに
読み聞かされると、彼らは言う。『我々はそれを信じる。これは我らの主からの真理である。我々は
それが下る前からすでにムスリムであった⋯⋯彼らには二倍の報いが与えられる⋯⋯』」
（クルアーン 28 章；物語章、52-54）

したがって、クルアーンの観点から見たイスラム教
は 、

キリスト教の別名に過ぎない。これはクルアーンによって裏付けられている：

「⋯（神は）あなたがたに、宗教において何の困難も課さなかった。それは、あなたがたの父イブラ
ヒームの宗教である。かつて、そしてここ（クルアーン）においても、預言者があなたがたに対する
証人となるために、彼（イブラヒーム）こそが、あなたがたに『ムスリム』という名を与えたのであ
る⋯⋯」
（クルアーン 22 章「巡礼」、78 節）
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本研究の原則
コーランの本文そのものへの回帰：

「知識もなく、いかなる導きも受けず、また『光り輝く書』によって導かれることもなく、神について論じる者たちがいる。」
（コーラン 22 章「巡礼」、8 節）

本文の霊的な意味の探求：

「
神に仕える者たちもいるが、それは文字通りだけに過ぎない⋯⋯もし災いが彼らに降りかかれば、彼らはひれ伏し、現世も来世も失ってしまう。これこ
そが、明らかに失う者である。」
（クルアーン 22 章；巡礼、11)

啓示における神の教育法：
アラビア半島のアラブ人たちは、啓示された神の真理を知らなかったため、霊的な生活を知らなかっ
た。神は、彼らに徐々に御自身を啓示するために、英知をもって行動される。
啓示の一体性：

「神と、その使徒（ムハンマド）と、神が彼に下した書（クルアーン）と、彼以前に下された
聖典（トーラーと福音書）を信じなさい。」
（クルアーン 4 章「女性」136 節）
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争点
1) 聖三位一体、唯一無二の神の三つの側面

「初めに、言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神であった。この方は初めに神と共にあった。万物は彼によって造られた。彼なしには、造られたものは何一つ
なかった⋯⋯そして、御言葉は肉となり、私たちの間に住まわれた。」
(ヨハネによる福音書 1:1-14)

「さあ、行って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。父と子と聖霊の名によって彼らに洗礼を授けなさい。」
（

マタイによる福音書 28:19）

「わたしは父に願い求めます。そうすれば、父はあなたがたに、もうひとりの助け主、すなわち真理
の御霊（聖霊）を遣わし、その方が永遠にあなたがたと共にいてくださるようにします⋯⋯わたし
はあなたがたを孤児として置き去りにはしません。わたしはあなたがたのところに戻ってくる。」
(ヨハネによる福音書 14 章 16-18 節)

「メシア、マリアの息子イエスは、神の使徒であり、神がマリアに授けた御言葉である。彼は神から
来た霊である。」

（
クルアーン 4 章「女性」171 節）

私たちはクルアーンに則り、ムハンマドの時代に一部の宗派が唱えた三神論を否定します。
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争点
2) メシアに与えられた「神の子」という称号
イエスには人間の父親がいない。コーランと聖書はこの点で一致している。マリアと関係を持った男性は
誰もいない。イエスは神の御業によって受胎した。

「
マリアは天使に言った。『どうしてそのようなことがあり得ましょうか。私は男を知りません』。
天使は彼女に答えた。『聖霊があなたの上に臨み、至高者の力があなたを覆うでしょう。それゆ
え、あなたから生まれる聖なる御子は、神の子と呼ばれるのです。」
(ルカによる福音書 1 章 34-35 節)

「マリアは御使いに言った。『どうして私に息子が生まれるというのですか？』⋯⋯御使いは答え
た。『こうなるのです。あなたの主はこう言われました：『これはわたしにとって容易なことであ
る⋯⋯決定は下された。』彼女は御子を身ごもり、人里離れた場所へ身を隠した。」
（クルアーン 19 章「マリア」、20-22 節）

メッカの神話上の神々は結婚し
、

子をもうけていた。クルアーンは、このような考え方を否定している：

「言え。『神は唯一である。神は永遠の御方であり、子を産んだこともなく、また産まれたことも
ない。神に並ぶものはない。』」
（クルアーン 112 章；『純粋な礼拝』、1-4 節）
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争点
3) メシアの神性
メシアの到来の 7 世紀前に、イザヤは次のように預言している：

「⋯見よ、私たちに子どもが生まれ、私たちに息子が与えられた。その肩に支配の権威がのしかかり、その
名は『驚くべき助言者、力ある神、永遠の父、平和の君』と呼ばれる。」
（イザヤ書 9 章 5 節）

イエスは父にこう語ります：

「わたしは地上であなたを栄光に輝かせました⋯⋯父よ、今、世が造られる前から、わたしがあなたの御許
に持っていた栄光をもって、わたしを栄光に輝かせてください。」

（
ヨハネによる福音書 17 章 4-5 節）

クルアーンにおいて：

「天使たちはマリアに言った。『神は、御自身からの御言葉をあなたに告げられる。その名はメシア、マリア
の息子イエスである。』」
（クルアーン 3 章「イムラーンの家系」、45 節）

「メシア、マリアの息子イエスは、神の使徒であり、マリアに授けられた神の言葉である。彼は神から遣わ
された霊である。」

（
クルアーン 4 章「女性たち」171 節）

神の御言葉は神そのものであり、神の御霊もまた神である。これこそが、福音書の啓示によって伝えられている神の
三位一体である。
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出会いの場
1) ムハンマドは、イエスがメシアであることを証言している

「おお、マリアよ。神は、御自身から発せられた御言葉の吉報をあなたに告げる。その名はメシ
ア、マリアの息子イエスである⋯⋯」
（クルアーン 3 章「イムラーンの家系」、45 節）

「イエスがメシアであると信じる者は、すべて神から生まれた者である。」
（ヨハネの手紙一 5:1）

2) クルアーンはマリアの処女性を裏付けている

「そして、処女のままであった彼女⋯⋯われは彼女にわれの霊を吹き込んだ。われは彼女とその
子を、諸世界へのしるしとした。」
（クルアーン 21 章「預言者たち」、91 節）

3) ムハンマドはマリアの無原罪の受胎を明らかにしている

「悪魔に侵されずに生まれる者はいない。人は生まれた瞬間から悪魔に侵され、その悪魔的な影
響（原罪の穢れ）ゆえに泣き叫ぶ。ただし、マリアとその子は例外である。」

（『
高貴な議論』）

イスラム世界全体で受け入れられているこれらの言葉は、マリアの無原罪の御受胎を認めるものである。
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出会いの場
4) 天の食卓
クルアーンはイエスの食事について次のように述べている：

「マリアの息子イエスは言った。『おお、我らの主なる神よ、天から我らに（供えられた）食卓を下してくだ
さい。それは、私たちにとって �� 最初の人から最後の人まで �� 祝宴となり、あなたからのしるしとなるで
しょう。どうか私たちを養ってください。あなたは、最も優れた養い主であられます。」神は言われた。「私
はそれをあなたたちに下そう。」
（クルアーン 5; 食卓、112-115）

福音書において：

「わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は、永遠の命を得、わたしは最後の日にその者をよみがえらせる。
わたしの肉はまことに食物であり、わたしの血はまことに飲み物である。」
（ヨハネによる福音書 6 章 54-55 節）

最後の過越の食事の際：

「これを受け取り、食べなさい。これは、あなたがたのために捧げられるわたしの体である。」そして、杯を
取り、彼らに差し出し、こう言った。「皆、これを飲みなさい。これは、あなたがたのため、そして多くの
人のために、罪の赦しのために流される、わたしの血、新しい契約の血である。」

（
マタイによる福音書 26 章 26-29 節）

永遠の命を与えるこの神のパンを食する者は幸いである。
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出会いの場

5) 霊

「彼らはあなたに『霊』について問う。言え、『霊』はわが主の御領域である。そし
て、あなたがたは（クルアーンにおいて）わずかな知識しか与えられていない。」
（クルアーン 17 章「夜行」、85 節）

「設えられた食卓」の場合と同様、信者は聖書に頼らなければ「霊」を理解することはでき
ない：

「もしあなた（ムハンマド）が、われらがあなたに下したものについて疑いを持つ
ならば、あなたより前に『書』（聖書）を読んでいた者たちに尋ねなさい。確か
に、真理はあなたの主からあなたに下されたのである。だから、決して疑っては
ならない。」
（クルアーン 10 章；ヨナ、94 節）

このように、クルアーンは聖書へと導く道筋であるように思われる。そこでは、信者たち
は、クルアーンで部分的に啓示された事柄の解明を見出すだろう。神はそう望まれたので
ある。
御霊とは、預言者たちに遣わされ、聖母マリアの胎内に受肉された神ご自身のことである。
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結論
クルアーンと聖書は、誰の独占物でもありません。クルアーンは、霊的な生活を愛し、自らの思考
を高めて創造主の御傍に座し、その御傍で、創造主の息吹と生ける御霊によって永遠に生きるこ
とを切望するすべての人々に向けた、神からの啓示です。

私たちは、神、アブラハム、神のメシアであるイエス、そし
て神の預言者ムハンマドを信じます。
私たちは独立した信者です。私たちはユダヤ教徒でも、キリ
スト教徒でも、イスラム教徒でもありません。しかし、同時
に私たちはユダヤ教徒であり、キリスト教徒であり、イスラ
ム教徒でもあります。なぜなら、私たちは、すべての民族、
国家、宗教に属する「祝福された信者たちの共同体」と「追
放された狂信者たちの共同体」という、たった二つの共同体
しか存在しないと信じているからです。
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詳しくは
“コーランを忠実に見る”

www.pierre2.net
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